
報道発表 Press Release No: 218-20-9 

2020年 5月発行                    京都大学 

 

社会参加，外出，通院の割合が高い市区町ほど健康寿命が長い 

うつ傾向，喫煙の割合が高い市区町ほど健康寿命が短い 

〜 社会参加が1割多い地域では、健康寿命が0.5～1.1歳ほど長い 〜 

 

 本研究は，全国の85市区町を対象に，要介護認定を受けていない高齢者への質問紙調査

（n=247,022名）と自治体の公開データを用いて，高齢者の生活要因と健康寿命との関連を検証しまし

た。分析の結果（n=85自治体），男性では，趣味の会・スポーツの会・ボランティアの会の参加，外出の

機会，歯科医療機関の通院の割合の高い市区町ほど健康寿命は長く，うつ傾向，喫煙の割合が高

いほど健康寿命は短い傾向がみられました。また，女性では，趣味の会・スポーツの会の参加，歯科

医療機関の通院の割合の高い市区町ほど健康寿命は長い傾向がみられました。 

 

お問合せ先：京都大学大学院 医学研究科 細川陸也 hosokawa.rikuya.4r@kyoto-u.ac.jp 

 

 

※ 上記の値は，重回帰分析の標準化回帰係数（✳︎ 有意差がみられた値のみ）を示しています。値が大

きいほど関連が強いことを意味します。  
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■ 背景 

健康寿命の地域差が生じている背景は十分に明らかとなっておらず，効果的な取り組みを実施するためには，市区

町単位のアプローチ可能な地域の特徴を明らかにしていく必要があります。そこで，本研究は，健康寿命および平

均寿命に関連する高齢者の生活要因の特徴を地域レベルで検証することを目的としました。 

 

■ 対象と方法 

本研究は，JAGES（Japan Gerontological Evaluation Study，日本老年学的評価研究）の一環として，2013年に介護

予防・日常生活圏域ニーズ調査に参加した全国85市区町を分析対象としました。地域レベルの指標として，高齢

者（n=247,022名）の生活要因を社会参加、うつ傾向などの割合（1-100%）とし，また，健康寿命・平均寿命（年）を

健康寿命の算定プログラムを用いた値とし，市区町単位で算出しました。市区町を分析単位とし（n=85自治体），健

康寿命と平均寿命を従属変数，高齢者の生活要因を説明変数とし，説明変数を種類毎に個別に投入して重回帰

分析を実施しました。 

 

■ 結果 

男性では，趣味の会の参加，スポーツの会の参加，ボランティアの会の参加，外出の機会，歯科医療機関への通

院の割合の高い市区町ほど健康寿命と平均寿命が長く，うつ傾向，喫煙の割合の高い地域ほど，健康寿命と平均

寿命が短い傾向がみられました。一方，女性に関しては，趣味の会の参加，スポーツの会の参加，ボランティアの

会の参加，歯科医療機関への通院の割合の高い市区町ほど健康寿命と平均寿命が長いという結果でした。また，

健康寿命と生活要因の関連の強さは，男性では，趣味の会の参加が1割高いと1.1歳（B=0.105,p<0.001），同様に

参加が１割増えるごとにスポーツの会で1.0歳（B=0.095,p<0.001），ボランティアの会で0.5歳（B=0.047,p=0.095），

外出の機会で0.2歳（B=0.022,p=0.086），歯科受診で0.5歳（B=0.048,p=0.009），1割減るごとにうつ傾向で1.2歳

（B=-0.117,p=0.001），喫煙で1.0歳（B=-0.101,p=0.013）ほど健康寿命が長く，女性では，１割増えるごとに趣味の

会の参加で0.6歳（B=0.059,p=0.003），スポーツの会で0.6歳（B=0.057,p=0.016），歯科受診で0.4歳

（B=0.035,p=0.011）ほど健康寿命が長いという結果がみられました。 

 

■ 結論 

趣味の会・スポーツの会・ボランティアの会の参加，外出の機会，歯科医療機関への通院の割合が高い市区町ほ

ど健康寿命・平均寿命は長く，うつ傾向，喫煙の割合が高いほど健康寿命・平均寿命は短い傾向がみられました。 

 

■ 本研究の意義  

健康寿命の延伸は，経済的効果の面からも大きな社会的意義があります。社会参加や歯科医療機関への通院な

ど健康寿命と平均寿命に関連していた高齢者の生活の特徴にアプローチすることは，市区町などにおける健康寿

命・平均寿命の延伸に寄与する可能性が示唆されました。 
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